


人材育成に
関わる
技術開発

技 術 開発 の取組み

ＳＭＨ 

1 ＭＲ技術等による保全技術
教育ツール

1

現場で広く使われるジャパンスタン
ダードとなり得る技術を開発する

４エンジ会社の連携を強化し、ＳＭＨの
推進・雪氷対策の効率化・高度化、
災害対応等、安全・安心な高速道路
の環境を支える技術の開発を積極的に
進め、ネクスコの期待に応えることに
より社会に貢献する

技術開発の起点は３現主義
（現場・現物・現実に即して技術開
発の戦略的課題・戦略的開発目標
を明確にする）

技術開発の効率性と速度を重視
（エンジ会社間の役割分担の明確
化、民間の既存技術・他機関との
連携・共同開発方式を積極的に採
用する）
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開発技術のグループ間相互利用と
グループ内情報共有の原則
（グループ内で積極的に活用するこ
とで、より洗練された競争力の高い
技術とし、現場で広く使える技術を
目指すことにより社会に貢献する）
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1 移動防護柵の高速
道路への適用
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振動センサー素子

送 話

90dBを超える騒音

骨導音

もう大
丈夫で

すよ！

故障で
す！！

トンネル内で　　
非常事態発生

モバイル PCを活用し、構造物
点検の効率化・高度化を実現
（※詳細説明有）

舗装路面のひび割れ形状を
自動で判定
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次世代ＲＩＭＳを活用したインフラ
管理業務フローの変革

※掲載の開発製品は一部抜粋になります。

点検に
関わる
技術開発

お客様サービス・
環境保全に関わる
技術開発

安全・安心に
関わる
技術開発

次世代ＲＩＭＳの開発

プロジェクトの
推進

除雪作業車から路面に
ライン状の光を照射し凍
結防止剤散布作業の安
全性向上を目指す

トンネル内などの騒音
下でもクリアな音質で
通話ができる電話機

緑の魅力を引き出し、
お客様に最適な時間
を提供するためのデ
ザインの追及

技術開発の目指す姿

技術開発の基本方針








